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【令和６(2024)年度 事後評価結果】 

評価 評価基準 

 A＋ 期待以上の成果があった 

〇 A 期待どおりの成果があった 

 A－ 一部十分ではなかったが、概ね期待どおりの成果があった 

 B 十分ではなかったが一応の成果があった 

 C 期待された成果が上がらなかった 

（研究の概要） 

本研究は、eテスティング及びパフォーマンステストの運用上の問題点である、経年的な測定誤差の

増加やパフォーマンステストにおける評価者特性における測定誤差を抑制するアルゴリズムや手法を

考案し、これらの安定的な運用が可能になるプラットフォームを開発することを目標としている。その

実現に向け、継続的に高精度の eテスティングを行うための技術・運用方法を提供すること、また、パ

フォーマンステスト測定誤差が減少していくことを、実際の大規模テストに適用した実証実験を行い、

その有用性を確認することを目指している。 

（意見等） 

 本研究の目的は非常に明確であり、また、その目的を達成するための方法も大学入試センターとの実

証実験によってその実用化が図られ、その成果は多くの学術雑誌や学会にて発表され、かつ公開シンポ

ジウムやメディア等を介して広く周知されていることなど評価できる。また、医療系大学の共用試験も

eテスティングの実用化のために継続的に行われており、その結果を基に eテスティングの運用ガイド

ラインが策定され、それがウェブサイトで公開されたことの意義は非常に大きい。策定された運用ガイ

ドラインに従った eテスティングが、大学新入生の基礎学力調査、大学入試の総合型選抜や学校推薦型

の CBTにおいても使用可能であることが確認され、本研究成果の有用性は高いと考えられる。ガイドラ

インに沿った eテスティングが様々な分野で実施されることを期待する。 


